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202６年総会・春節の集い開催

2 月 14 日(土)、千葉市日中友好協会市総会が千

葉市中央区内新宿二丁目町内会館で開催されまし

た。総会には来賓として千葉県日中友好協会小野崎

理事長が参加され、神谷俊一千葉市長のメッセージが

披露されました。

出席者は、川村県議(会長)、秋山県議の他千葉市

議会日中友好議員連盟のメンバー、会員１０数人が参

加し、段木市議が議長に就任して、25 年活動報告、

会計決算、新年度活動計画、予算、役員選出をすべ

て全会一致決定しました。

新年度の主な活動計画

○春は桜の季節、「お花見の会」コロナ、インフ

ルエンザ等の感染症の動向を見ながら実施の方

向で取り組みます。

○バスツアーによる交流は夏に一本化し、秋は

ツアーに代わり別のイベントを企画検討 留学

生との交流の場として毎年取り組んでいます

が、事業の収支を明確にするため特別会計を設

けて事業の取り組みを改善します。

○中国を知る講演会の開催 中国の経済事情、

文化、観光等に関するセミナー、講演会を計画

します。

○中国からの訪問・交流団の受け入れ 積極的

に受け入れる方向で判断します。

○千葉市の友好都市天津市(提携 1986 年 40 周

年)、蘇州市呉江区(提携 1996 年 30 周年)との交

流に取り組むと共に千葉市の友好都市「蘇州市呉

江区」を「蘇州市」と千葉市の友好都市に格上げ

するよう両市に働きかけ実現を目指します。また、

両市の周年記念として、千葉市の取り組み状況を

見ながら、友好交流・観光訪問団実施を検討し

ます。

○中国人留学生と市内大学生及び青年のスポー

ツ交流（卓球、ボーリング等）を実施するもの

とし、開催を検討します。

新年度の役員は以下のとおりです。

会 長 川村 博章県議

副会長 三須 和夫市議

副会長 段木 和彦市議

副会長 向後 保雄市議(新)

理事長・事務局長 河野 由紀子

理事 越智 優

理事 河北 元也

理事 佐藤 孝明(新)

理事 地畠 宏

理事 徐 躍進(新)

理事 張 麗樺

理事 中村 文咏

理事 能勢 恵美子

理事 森山和博市議

理事・会計監査 秋山 陽

理事・会計監査 能勢 恵美子(新)

顧問 臼井 正一

顧問 大木 正人

顧問 田嶋 要

顧問 布施貴良

春節の集い

総会後、近くの中華レストランで総会出席者と千葉

大留学生、日大生産工学部留学生を交えて、和や

かに交流を行いました。



千葉大学中国留学生学友会会長蔡逸さ

んからのお便り

私は千葉大学中国留学生学友会会長を務め

ている蔡逸です。現在は同大学博士課程に在

籍しています。中国・上海で育ち、2020 年に

来日しました。来日当初は初めての一人暮ら

しに戸惑い、言葉の壁にも直面しながら、買

い物や各種手続きに苦労しました。しかし、

そうした経験は結果として私を少しずつ成長

させてくれました。現在は多様な背景を持つ

仲間と学び合い、物事を多角的に捉える視点

を養っています。

異国で学び生活する中での戸惑いや努力

は、決して私だけの経験ではありません。多

くの留学生がそれぞれの環境で歩みを重ねて

います。中国駐日大使館の温かな配慮や、日

中友好協会をはじめとする民間友好団体によ

る交流の機会は、私たちにとって大きな支え

となっています。同時に、スポーツや旅行、

学園祭などの活動にも仲間とともに参加し、

互いに支え合いながら時間を重ねています

（写真は学友会活動時のもの）。

読書と旅行は私の大切な趣味です。「読万巻

書、行万里路」の言葉のように、学びと実践

を重ね、その歩みをこれからも大切にしてい

きたいと思います。

千葉県日中友好協会新年会開く

2026 年 1 月 27 日千葉市内ホテルポートプラ
ザ千葉において、千葉県日中友好協会新年会
が開かれました。
日中友好協会本部からは、宇都宮健一郎会

長が出席し、石橋会長あいさつ、千葉県知事
代理国際課長山下秀行氏をはじめご来賓のご
挨拶を頂き、布施貴良県日中会長代行の 発
声で乾杯。千葉大学留学生会代表、城西国際
大学留学生会代表、各地区日中役員等を交え
て和やかなうちにも、日中友好を民間の力で盛
り上げることを誓い合いました。

日中友好とレアアース問題
中国政府は 2026 年 1 月 6 日、軍民両用品

としてのレアアースについて日本への輸出管理を

厳格化すると表明した。これは、昨年 11 月の高

市首相の台湾有事発言への反発と対抗措置で

ある。

これに対して、国内では鳥島沖でのレアアース

を含む海底泥の試掘に成功したので、これで中

国のレアアース輸出規制について対抗できるか

のよう発言がされている。

しかし、このプロジェクトは27年に試掘試験を

行い、28 年頃採算性を検討するとされている

が、相当な困難が予想されている。まず第 1 に、

技術的な問題である。深海６千メートルから大量

の泥を吸い上げることの困難性である。数キログ

ラムの試掘とは訳が違うと思われる。第二に、採

算性である。陸上の精錬と違って放射性物質の

処理は必要ないようであるが、大量の化学物質

は必要であるし、その様な精錬工場をどこに設

置するのか、鳥島沖から運ぶ輸送コスト等々は

なにも検討されていない。第三に、海底海中の自

然破壊・生態系への影響である。深海そのもの

が、まだ解明されていない中での、環境破壊の影

響は計り知れないと思われる。

日中友好に掛けるコストの方が、はるかに安い

と思われますが、如何でしょうか。

編集担当布施


